
自立訓練（生活訓練）
宿泊型自立訓練
相談支援事業所

過去の広報誌はこち
らのQRコードから
ご覧いただけます。
ぜひご一読ください。

特定非営利活動法人あじさい

住所：〒990-2462
山形市深町1丁目4番13号

TEL: 023-666-4471
FAX: 023-666-4472
E-mail: musubi-f@klala-net.jp

１2月の調理訓練では、「一人暮らしの時、お休みの日
に作りたい朝食メニュー」をテーマに、利用者の皆さんと
自分一人でも準備して作れそうなメニューを考えました。

【ピザトースト】 パンにケチャップを塗り、カットした玉ねぎ・パ
プリカ・ハムとチーズを乗せて焼くだけ。

【スープ】 インスタントなのでお湯を注ぐだけ。

【サラダ】 小松菜・玉ねぎ・ワカメを入れて、節約のために手作
りした和風ドレッシングをかけました。

【ヨーグルト】 市販の果物入ヨーグルトをそのまま添える。

⇒具沢山で栄養のとれたメニューとなりました。彩も
よくおいしそうですね。ちなみに小松菜と玉ねぎは通所
のカリキュラムで栽培し収穫したものを利用しました。

 今回の調理では職員は見守り中心、基本的には利用者
の皆さん同士のやり取りで進めてもらいました。わから
ないこと・困ったことは自分から職員や周りの人へ確認
するよう事前に説明してから開始し・・・２時間かけて完
成！時間はかかりましたが、自然とリーダー役がうまれ、
指示があることで皆さんの動きがよくなったり、利用者
さん同士のやりとりで進むなど、実りも多くありました。
少しずつですが調理スキルとコミュニケーションスキル
のレベルアップにつながっていきます。

県立図書館と文翔館に行ってきました！

調理
訓練

SST
ソーシャル・スキル・
トレーニング

一人暮らしの
休日の朝ごはんを
作ってみたい☆

SSTの中で利用者さんの様々な悩みを皆さんで考える
時間もあります。今回ご紹介するのは利用者さんからあ
がった「自分の気持ちを高める方法が知りたい」について。
どんな方法で気分を高めているか、自分なりの方法を紹介
しあいました。
「朝から音楽を聴いているとき」、「ラーメンを食べると
き」、「ロジックをやっているとき」、「ウォーキングしお店を
見つけたり会話を楽しんだりするとき」、「ワクワクする予
定をたてる」、「漫才を見る」など様々な方法があがり、その
後皆さんでいくつか試してみました。

ご見学や体験希望の方、大歓迎です！
お問い合わせはこちらの電話番号へ。
加藤・服部・金田までご連絡ください。

松ぼっくりクリスマスツリー☆
作：利用者Ａさん

カットし円錐型に整えた厚紙に
松ぼっくりをグルーガンでくっ
つけて作りました。松ぼっくり
を先につけて、後からビーズを
ボンドでつけたりアクリル絵の
具で染めたりするのが難しかっ
たそう。ある材料で作るのも大
変だったと話すＡさん、クリス
マスに間に合うようにコツコツ
と活動の時間を利用して仕上げ
てくださいました！松ぼっくり
は11月のウォーキングで拾った
ものです。玄関がパッと華やか
になりました♪

むすび深町
ホームページ

【パプリカ担当
Ｙさん】
どこからどんな
大きさで切るか
迷いました。

【玉ねぎ担当
Ｈさん】
薄く切ることを
頑張りました。
この後、塩水に
つけて辛みをと
りました。

【ハム担当
Ｒさん】
最初は1枚ずつ
切っていました
が途中から重ね
て切りました。

12月中旬
ふたつの花壇の様
子です。たまに花
がら摘みなどのお
手入れをしていま
す。「ふとした時
に目に入ってキレ
イだなと見て癒さ
れています。」
By 利用者Ｈさん

【サラダ作成班】
トーストに集中し
ていてサラダの準
備があとになりま
した。

【SSTのきまり】
必ず肯定する！
・よかったことを話す
・ネガティブな言葉を使わない

約ひと月
たって…

インスタントスープピザトースト

ヨーグルトサラダ

11月下旬
今回新しく作った花壇
に、青色系のビオラを
植えました
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アパートタイプの
個室にて具体的な支援

他の利用者個人／他の福祉事業所／各行政機関

他の福祉事業所
（就労移行/就労A/就労B）
一般企業へ通勤

自立訓練
（生活訓練）

宿泊型自立訓練

相談支援事業所

むすび深町自宅からの通所
（希望に応じて送迎あり）

宿泊型利用者が通所

計画・相談・支援

土日も含めて毎日
9:30～16:00に
カリキュラム実施

相
談

原則2年間

原則2年間

よくいただくご質問にお答えします。

Q．知的・発達・精神などさまざまな障害を持った方に開いて
いるようだが工夫している点は？

A．障害の違いはもちろん、個々人の能力に合った方向性を
指し示し、２年後にご本人がどういう選択ができるかの可能
性を拡げられるように支援しています。

Q．２年間の自立訓練の終了後については？

A．むすび深町に在籍中に日中活動先と居住について、利用
されている方々の状態・状況に合わせて支援しています。今
までですと、一人暮らしを始める方や進学される方もいらっ
しゃいました。むすび深町に在籍している間に就労移行支援
や就労Ａ型・Ｂ型など活動先に体験を促し、それにともないグ
ループホームや一人暮らしも地域移行支援員を中心に遂行
させていただいています。

Q．実際にかかる経費については？

A．自立訓練（生活訓練）については、大体の方が昼の給食材
料費のみで、往復の送迎車の利用は原則自己負担はありま
せん。
宿泊型自立訓練は家賃と提供分の食費のみ法人にて徴収。
その他に居室で利用している光熱費は一人ずつに請求書が
紙面で届くようにしており、口座引き落としではなく自分自
身で支払いに行くようにして、自分の生活に関わる金銭に自
覚的になってもらっているます。その他の生活費も、一人一
人と個別で金銭管理をする時間を設けて、限られた収入の
中で暮らしていく方法を方法を学んでもらいます。

Q．自家用車の利用については可能か？

A．自分で運転して通所したり、宿泊型利用で車を保持するこ
とは問題ありませんが、駐車場は限りがあるので近隣の月極
駐車場などをご利用いただくことにしております。

Q．送迎の可能なエリアは？

A．現在の送迎は山形市内が中心でありますが、相談に応じ
ることはできます。また、徒歩や自家用車などで通所する場
合でもその日の体調に合わせて送迎を希望する場合は、当
日対応も可能です。

自立訓練（生活訓練）

定員20名

訓練における柱となる３つの重要な目的
●生活リズムを整えること（体調管理）
●金銭管理ができるようになること
●住環境の管理ができるようになること

【実施しているカリキュラム項目】
LST（ライフスキトレーニング）
SST（ソーシャルスキルトレーニング）
自己理解
SW（模擬業務）／栽培活動
LA（余暇活動）／演劇活動
調理訓練／清掃活動
課外活動／外部講師による講座

宿泊型自立訓練

定員33名（2026年1月より増員しました）

１月上旬時点で、入居者数は19名（男性９名、
女性10名）。年齢は１９歳から50代後半まで
と幅広いです。その他にもすでに近月中の入
居が決まっている方が数名ほど。2年間の訓
練を経て、卒業を控えている方もおり、入居
可能な居室数は変動しておりますので、お問
合ください。

日中はむすび深町の自立訓練に通所している
方が半数ほど。また同法人が運営する寒河江
市の「地域特産開発研究所」（就労B型）、近隣
の就労A型、B型、精神科のディケアに通って
いる方と、日中活動の場はさまざまである。

相談支援事業所

福祉サービスを利用したい方に対してご本人の意思決定を尊重し、計画を立て事業所を紹介。
定期的なモニタリングを行いご本人の状態を確認しながら、各事業所や行政機関と連携して、
ニーズにあった包括的なサポートを実施している（相談支援員は2名配置）。

２０２６年新春 特集

むすび深町
について

2022年10月に山形市深町に開設したむす
び深町も4度目の新春を迎えました。そこで
今回は改めてむすび深町がどういうところな
のかについてお伝えさせて頂きます。

【事業者】
名称：特定非営利活動法人あじさい
住所：西村山郡大江町大字本郷丁10₋1
代表理事：伊藤紀子

【現在の職員配置】
管理者、サービス管理責任者、相談支援専門員
地域移行支援員、作業療法士
生活支援員、調理員 （兼務も含む）

職員合計 １2名
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